
 

 

松戸サッカー協会４種委員会 リーグ戦大会要項 

 

 

 

 

1・目 的  日本の将来を担う子どもたちのサッカーへの関心を深め、サッカーの技術・理解を向上させると同時に、

サッカーを通じて心身を鍛え、リスペクトの精神を養い、クリエイティブでたくましい人間の育成を目指

し、その研修の場として本大会を開催する。将来に向けて大きく成長するための準備として、この年代にふ

さわしいゲーム環境を提供することにより、育成年代で年代に応じた豊かな経験を積み重ねる中で自ら成

長していくことのできるようサポートする。子どもたちや周囲の大人が、サッカー、スポーツの素晴らしさ

に触れ、生涯にわたって楽しみ、関わっていけるよう、文化として醸成していくことを目指す。 

 

2・大会名称  

本大会要項の対象となる大会を以下に記す。 

（１） 松戸リーグ・６年生の部、5年生の部、4年生の部、3年生の部 

（２） 松戸市議長杯 ６年生の部、5年生の部、4年生の部、3年生の部 

 

3・主 催  松戸市サッカー協会第４種委員会 

 

4・後 援  松戸市・京葉ガス株式会社 

 

5・期 間 / 会 場  ４月１日から 3月 31日まで 年間リーグ 

             江戸川主水サッカー場・千駄堀スポーツ広場 

 

6・参加資格/条件  松戸市サッカー協会４種委員会に加盟しているクラブ、および、準加盟のクラブ 

（１） 参加全チームは、選手、指導者、審判員とも傷害保険に必ず加入していること 

（２） 下級生のみで構成されたチームの出場はみとめられない。 

（３） １クラブ複数チームの参加は可とするが、但し1チームにつき当該学年生が6名以上満たしていることとす

る。 

尚、複数チームの監督・指導者は重複しないことが望ましい 

（４） 参加チームは千葉県公認審判員２名を帯同していること 

（５） 各大会の会場設営（コート設営）に協力できること 

その際、メジャー・ラインカーを持参すること 

（６） 大会会場のルールを順守できること 

・大会会場および周辺は禁煙 

・大会会場周辺は徐行（特に、主水グランド内は最徐行で） 

・１クラブ当たりの車の台数 

 原則、1チーム：４台とし、車のダッシュボード等にチーム名が分かるようにすること 

 また、会場設営用として、チームあたり別途１台を認める 

 ただし、大会運営上、さらに台数を制限することがあるので、各クラブへの連絡に従うこと 
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7・競 技 規 則 

  ８人制 

（１）競技のフィールド  48～50ｍ×60ｍ～68ｍ  （ 下図参照 ） 

 

   （２）ゴール：5ｍ×2.15ｍ（少年用ゴール） 

   （３）交代ゾーン：自由な選手交代のため、ベンチ側のタッチラインのハーフウェーに 6ｍの 

      交代ゾーンを設ける（ハーフウェーラインを挟んで 3ｍずつ） 

   （４）競技者の数と交代 

① 競技者は8人（内一人はゴールキーパー）を基本とする 

8人に満たない場合、試合は行わず、得点を0対3として敗戦したものとする。 

但し、試合中に怪我による人数数不足６人に満たなくなった場合は、敗戦とする。 

      ② 交代して退けた競技者は交代要員となり、再び出場することができる。（自由交代） 

        交代選手は退場選手が交代ゾーンのタッチラインから完全に出てから入る 

         ＧＫの交代はアウトプレーの時のみとする 

（５）競技者の用具 （公社）千葉県サッカー協会第４種委員会運用緩和策を適用する 

     ① 試合用ユニホームは正副 2着用意すること。（シャツ・ショーツ・ストッキング） 

 ② ビブスの着用は不可 

       ③ スパイクは固定式とする。すね当ては必ず着用すること。 

       ④ 競技者および交代要員の用具は審判員によって検査される。 

       ⑤ 眼鏡については、主審が安全であると判断したものは着用できる。 

    （６）審 判 

       ① 主審１名、副審２名、第４の審判の４人制とする。 

       ② 主審はフェアプレー精神あふれる行動やリスペクトある行動をとった競技者にグリーンカードを示す  

    （７）試合時間  3年生の部：30分間（前後半各 15分）、4年生～6年生の部：40分間（前後半各 20分） 

             ハーフタイム（全学年）前半終了の笛から後半開始の笛までは 5分間とする。 

（８）反則と不正行為 

① 同一大会中、警告を２回受けた選手は次の１試合に出場できない。 

② 退場を命じられた選手および指導者は、次の１試合に出場できない。 

それ以降の処置については、規律委員会によるものとする。 

（９）その他のルールは日本サッカー協会及び千葉県サッカー協会4種委員会の８人制サッカー大会競技規則に

準ずる。 
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  ８・運 営 方 法 

     （１）リーグ戦勝ち点方式とする ＜ 勝ち＝3点、引き分け＝1点、負け＝0点 ＞ 

        勝ち点が同じ場合は得失点差、総得点、直接対戦成績の順とし、それでも決しない場合は 

        3人によるＰＫ戦方式で決定する。 

     （２）ベンチは、ピッチに向かって左側が組合せ番号の若いチームとする。 

     （３）ハーフタイムの練習は、当該対戦チームのみとする。 

     （４）ベンチでの携帯電話、ビデオカメラ等の使用は禁止する。 

     （５）観戦者はベンチと反対のタッチライン側で応援すること。 

 

９・そ の 他 

（１） 熱中症対策 

・WBGT=31℃以上となる時刻に、試合を始めない。 

・WBGT=28℃以上となる時刻が試合時間に含まれる場合、 

 ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し、日射を遮る。（必須） 

 前後半 1回ずつ、それぞれの半分の時間が経過した頃に 3分間の「Cooling Break」を設ける 

・WBGT=25℃以上の場合は、「Cooling Break」または飲水タイムを設ける。 

（２） 異常気象 

・雷鳴がする場合は、直ちに試合を中断し、避難する 

 その後については、大会本部で協議を行い対応する。 

・激しい雨や風などにより大会の続行が困難な場合、大会本部で協議を行い判断する。 

（３） 新型の感染症について 

下記に、2009年に通知した「新型インフルエンザ等の感染症対応について」から抜粋する 

原則、本内容に則り、参加可否は各クラブ判断にて対応していただくこととする。 

・松戸市、教育委員会、学校、サッカー協会等の対応指示がでればその指示に従うこと。 

・大会参加予定の選手が通学している学校が休校、在籍している学級若しくは学年が閉鎖となった場合、 

 当該選手（兄弟姉妹に該当する児童がいる場合も含む）は休校、学級閉鎖、学年閉鎖期間中の大会参加は 

認めない。 

  選手本人が該当する場合 兄弟姉妹が該当する場合 

休校になった場合 該当の学校に在籍する全選手 
兄弟姉妹が通っている学校が閉鎖された場合、選手が別

の学校に通っていても出場できない 

学年閉鎖になった場合 該当の学年に在籍する全選手 
兄弟姉妹が閉鎖になった学年に在籍する場合、選手が別

の学校、同じ学校の別学年でも出場できない 

学級閉鎖になった場合 該当の学級に在籍する全選手 
兄弟姉妹が閉鎖された学級に在籍する場合、選手が別の

学校、同じ学校の別学年、別学級でも出場できない 

・休校、学級閉鎖、学年閉鎖処置にかかわらず、体調不良の選手は大会参加を自粛すること。 

・上記の結果、選手数不足により大会参加が不可能になったチームは棄権扱いとする。 

・４種委員会加盟各クラブの指導者は、必用に応じて、感染症発生状況・休校処置の有無を速やかに４種委員会 

 事務局へ学校名、学年、急行、学級閉鎖、学年閉鎖の期間を連絡のこと。   

 

（４） 写真・動画等の撮影について 

・すべての会場において、会場責任者が指定する撮影エリアで、撮影チームが準備するビブスまたは 

 IDカードを着用したチーム関係者（チーム役員・選手・保護者等の観戦者）のみ撮影を許可する。 

 但し、会場都合により撮影者の人数を制限する事がありますので、会場責任者の指示に従って下さい。 

・撮影者は、自チームの選手・保護者から撮影の同意を得ている事。 

・配信については、チーム内関係者のみを原則とする。 

・配信にあたってはセキュリティ対応を行うこと。 

・映像は、個人（チーム）が視聴する目的以外で利用しないこと。 

・肖像権の侵害や盗撮行為と思われる内容は、配信しないこと。 

・営利目的による撮影・配信は認めない。 

・万が一、トラブル等が発生した場合は、撮影・配信した者（チーム）の責任において対応し、大会主催者に 

 は迷惑等をかけないこと。 
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松戸リーグ 補足 

 

１．大会形式 

 （１）松戸リーグは、１ブロックあたり６～８チームによるリーグ戦で実施する 

 

 （２）松戸リーグ（春）は、抽選を実施し、ブロック分けを行う  ※3月定例会にて抽選を行う 

 

 （３）松戸リーグ（秋）は、松戸リーグ（春）の成績をもとにブロック分けを行う  

 

 （４）松戸リーグ（Final）は、上位の部、中位の部、下位の部をそれぞれ４チームのトーナメントで実施する。 

    松戸リーグ（秋）の成績を満たしたチームのみが参加できるものとする 

 

 （５）松戸リーグの年間を通じたイメージを下図に示す（32チーム参加した場合） 

 

   松戸リーグ（秋）は、松戸リーグ（春）の成績をもとに、 

    上位チームが、松戸リーグ（秋）上位ブロックに 

    下位チームが、松戸リーグ（秋）下位ブロックに進む 

    年間リーグ（春）のエントリチームが、 

     ２８～３２チームエントリの場合、 

      松戸リーグ（秋）上位ブロックは 16チームで 2ブロック、下位ブロックは残りチームを 2ブロックで構成        

     ２４～２７チームエントリの場合、 

      松戸リーグ（秋）上位ブロックは 12チームで 2ブロック、下位ブロックは残りチームを 2ブロックで構成 

     ２３チームエントリ以下の場合は、別途検討する 

   松戸リーグ（Final）は、松戸リーグ（秋）の成績をもとに、 

    松戸リーグ（Final）上位の部が、松戸リーグ（秋）上位ブロックの各ブロック 1位 2位の4チーム 

    松戸リーグ（Final）中位の部が、松戸リーグ（秋）上位ブロックの各ブロック 3位 4位の4チーム 

    松戸リーグ（Final）下位の部が、松戸リーグ（秋）下位ブロックの各ブロック 1位 2位の4チーム 

 

 （６）松戸リーグにおいて、複数チームエントリする場合は、別途指定するエントリ表を提出すること 

    大会中、チーム間で選手の入れ替えはできない 

    ただし、松戸リーグ（春）と松戸リーグ（秋）の間のみ、選手の入れ替えを認める 

    また、エントリ追加は適宜認める。その際はメンバ追加エントリの用紙を提出すること 

 

 （７）松戸リーグ（秋）の開始前（8月定例会前）に、チーム追加、削除を可能とする 

    追加の場合、松戸リーグ（秋）下位ブロックにエントリされる 

    削除の場合、Bチームまたは下位ブロック側のチームを削除を原則とする 
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 （８）表彰について 

    松戸リーグ（春）は、各ブロックの１位チームに賞状、盾、メダルを授与する 

    松戸リーグ（秋）は、各ブロックの１位チームに賞状、盾、メダルを授与する 

    松戸リーグ（Final）は、下記のとおりとする 

     上位の部 優勝は、賞状、カップ、盾、金メダル 

     上位の部 準優勝は、賞状、盾、銀メダル 

     上位の部 ３位は、賞状、盾、銅メダル 

     中位の部 １位は、賞状、盾 

     下位の部 １位は、賞状、盾 

 

 （９）松戸リーグは、下記の大会を兼ねることとする 

    ３～６年の松戸リーグ（秋）は、市議長杯予選 

    ３～６年の松戸リーグ（Final）は、市議長杯 

 


